







１. 授業 ｢見えない世界｣ とは
授業 ｢見えない世界｣ は､ 授業名から推定されるような怪しげな内容 (超常現象等) の講義
ではない｡ 学生と話していると物事の表面だけを見て判断することが多いと感じることが多かっ
たので､ ｢物事の裏や原因あるいは､ いろいろな理由で見えない部分を多面的に考える｣ きっ






今回は､ この中で ｢何度も読めば文章を理解できる｣ ことに焦点を合わせて報告する｡ さて
｢読書百遍義 (ぎ) 自 (おのずか) ら見 (あらわ) る｣ という言葉がある｡ これは ｢どんなに
難しい書でも何度もくりかえして読めば､ 意味が自然に明らかになる｣ との意味である｡ 著者
は山手短大生活学科で文章を何度も読めば理解はどうなるかについて定量的に調べている [１]｡
１年生のゼミでデカルトの ｢方法序説｣ を30回読み､ 理解の程度を１回ごとに記録した｡ それ











近年､ 大学教育をより実質的なものにすることを目的として ｢質保証｣ が話題になることが多い｡
それに関連して個々の科目の学習成果を明確に､ 定量的に示すことが求められている｡ そのような試
みを､ 山手短大生活学科の必修科目 ｢見えない世界｣ で考察したのがこの報告である｡ 授業見えない
世界は､ 質問を作ることを軸として､ 何度も読むことにより､ 多面的に考える力と読む力をつけるこ





このことを参考にして ｢見えない世界 [２] [３]｣ の授業では毎回3500字程度の文章を３度以上
読み､ 理解力がどうなるかを試みた｡ 読み方のポイントは､ ｢読書百遍｣ [１] で明らかになった
ように､ 分からない小さな範囲を何度も読むのではなく､ 資料全体を一度に読み､ それを繰り
返すように指導した｡ 2011年度は以下の13の話題を提供した｡
 生活学科の教育目標と見えない世界で学ぶこと  何故書物を読む必要があるか
 ｢読書百遍義自ら見る｣ は正しいか  質問､ 疑問の大切さ  社会と個人を理
解する  多元知能論  食品添加物  暗くて見えないもの 	 電磁波
(光) によって見え方が異なる 
 隠れて見えないもの  個人の遺伝子解析











２. １ ランク１ 集中しては､ 一度も読めない
このランクは､ 文章は集中しては読めず､ １回で眺め終わるレベルである｡ かなりの学生が
読むとは字面を眺めていくだけと思っている｡ それなりに文章を読んできた教師からすると､
読むとは理解しながら読むことだと思っている｡ しかし､ 学生にとっては ｢理解しながら読む｣
以外に ｢字面をおっていくだけ｣ の読みがあり､ 読書になれていない学生は ｢字面をおってい
くだけ｣ のことが多い｡
以下学生のコメントは ｢｣ で囲んでいる｡ ｢読んでも理解できないので､ とばしとばし読む｣
｢私は､ 昔から本を読むことが嫌いでした｡ なぜ嫌いだったかというと文字を読むということ
をめんどうくさがって､ ただ眺めているだけとかで､ 内容を理解して読んでいなかったために
本が嫌いでした｣ ｢今までは理解しなくとも次に読みすすんで､ 読み終わった｣ ｢てきとうに流






２. ２ ランク２ １回読むだけ
１回は集中して読めるが何度も読む価値を知らない学生も非常に多い｡ ただし､ そのような
学生でも小学校から今まで､ 何度も読んで理解した経験が一度でもあるかを思い出してもらう





う｡ と言う考えでした｣ ｢見えない世界の授業をはじめに受けたときは､ 文章を何度も読んで
も理解することはできないと思っていました｣






２. ４ ランク４ どのように何度も読めばよいかを知っている
何度も読めばよいということを知っていることと､ どのように何度も読めばよいかを知って





２. ５ ランク５ 何度も読めば理解できることを実感 (経験) している












てきました｣ ｢本当に１回読んだだけじゃ､ 分からなかったことも､ 何度もゆっくり読んでい
けばこんな私でも理解できるんだなと思って自分の為になりました｡ 意味が分かってきて楽し
かったです｣ ｢一回だけでなく､ 何度も読むということで､ 文章の意味が理解できていき､ 理
解できれば､ より楽しいと実感できました｣
このように読むのが楽しくなったと書いている学生が１割ほどいます｡ もちろん楽しくなる
だけではありません｡ 読むことにより､ ｢理解力が上がった｣ ｢考える力がついた｣ ｢集中力が








思った｣ ｢文章というものは､ あきらめずに､ しんけんに読めば理解することが出来るんだと
いうことが分かった｣ ｢文章というものはただたんに読み進めていくのではなく､ 自分で理解














は文章を理解する量が違ってくる｣ ｢私は今まで､ 文章を読む事がとても苦手でした｡ なので
一回読んだ物をもう一度文の意味を理解しながら読むという事などした事がありませんでした
が､ 見えない世界の授業を通じて､ 何度も繰り返し読むことで､ 一回読んだ時に理解出来なかっ
た事も､ 二回じっくり読むと分かってくるし､ 文書を読むという事は私にとってたくさんの発
見がありました｣ ｢１回目に読んで理解出来たことだけじゃなく､ ２回目､ ３回目と回数を重
ねていくうちにもっともっと多くの事を理解出来てくる｣ ｢正直私は文章を一度読み終えると､
内容を全て理解した気になってしまいます｡ だけど､ また同じ文章を読み返すと ｢こんなこと
書いてあったのか｣ と気づかされることがあります｡ なので､ 一度読んだだけで理解した気に
ならないで何度も読んで理解することが大切だと思いました｣
ここまで経験できると次のランクにスムーズに移行できるではないかと期待する｡
２. ７ ランク７ 何度も読むことを授業以外でも試みる
この授業の目標の一つは､ 授業以外の場所で文章を読むとき､ 何度も読むことを試してもら
うことである｡ ただし､ 授業ではこのことは述べなかった｡ 自然に読むようになるのを待って
いただけである｡ そのような学生も１割以上でてきている｡
｢秘書検定のときとか､ 何回も読み直しをして､ 文を理解できたから合格できました｣ ｢前
に読んだ本の理解ができなくて１回で読むことをやめてしまったけれど､ ゆっくり時間をかけ
て読んでみようと思いました｣
２. ８ ランク８ 習慣として､ 理解できない文章は何度も読む


















る｡ 文章での自由回答は､ 誘導的でないだけに､ 個々の学生の強調したいことは知れるが､ 全
面的に知れるわけではない｡ たまたま書かなかっただけということもある｡ したがってランク
決定にはある程度の推定が入ってくる｡ 全体としての傾向は分かるが､ 定量的な正確性は求め







るやり方である｡ 判定不可 (コメント無し) が１名と何度読んでも理解できると思わなかった
































































３. ４ ランク５､ ６




３. ５ ランク７､ ８､ ９､ 10
この授業の最終的な狙いは､ 授業以外の場でも､ 必要に応じて何度も読み､ 理解するように
なることである｡ まだその人数は125％ (96名中12名) だが､ 他の授業との連携により少しづ
つ増していくのではないかと考えている｡
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